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年報 2017 の発刊にあたって 
 
法政大学マイクロ・ナノテクノロジー研究センターは，文部科学省の「私立大学学術研究高度化推

進事業」ハイテク・リサーチ・センター整備事業に採択されたのを受けて，2003 年度に設立されま

した．以来，本研究センターは，法政大学の「自由と進歩」の建学の精神の基に，従来の技術の限界

を超える可能性のある新技術の 1 つとして，ナノテクノロジーを根幹の共通技術として精力的な研

究を行ってきました．2016 年 4 月，法政大学にサステイナビリティ実践知研究機構が設立され，本

研究センターは，サステイナビリティ実践知研究機構マイクロ・ナノテクノロジー研究センターと

して研究を推進する重要な役割を果たしています． 
本研究センターの歩みを簡単に示してみます．5 年間のハイテク・リサーチ・センター整備事業に

続き，2008 年度からは，文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に採択された「マ

イクロ・ナノテクノロジーによる細胞内部操作技術と生体機能模擬技術の開発」により 5 年間の研

究プロジェクトの研究拠点となりました． 
2013 年度からは，「グリーンテクノロジーを支える次世代エネルギー変換システム」を研究テーマ

とした研究が，文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に採択され，新たなステップ

を踏みだしました．研究所設立からの 10 年間に挙げたマイクロ・ナノテクノロジー技術の成果を研

究の基盤として，安全，安心に人類が生活できる社会環境を形成保持し，産業の発展と住み良い社会

が両立した持続可能社会を実現するために，エネルギー問題を解決し，限りある資源を有効利用す

ることを目指しました． 
このグリーンテクノロジープロジェクトでは，「エネルギー獲得・低環境技術の開発」，「資源再生

利用・環境技術の開発」，「プラント実現のためのエコソリューション技術の活用」という 3 つの基

本テーマを設けました．本研究センターは，これらの研究グループを統合して，研究成果の早期実現

を図ってきました．また，優れた潜在能力を有する学生の教育のため最先端の研究設備を有効に学

部・大学院教育へ活用すると同時に，得られた研究成果は学部・大学院での教育に反映させるほか，

社会に向けて発信しています． 
本年報は，上記のグリーンテクノロジープロジェクトの 5 年間の研究成果を報告するものです．

本研究センターは，今後も目標達成のために一層の研究の発展を目指してまいります．本研究セン

ターへのご支援，ご指導をよろしくお願いいたします． 
 

法政大学サステイナビリティ実践知研究機構長／マイクロ・ナノテクノロジーセンター長 
常務理事 尾川 浩一 
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